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02010熊本県くまモン

熊本県 SDGs登録事業者

自

閻

目

覚
法
一寺
新
納
骨
堂
改
築
工
事
状
況

落
成
間
近
に
な
り
ま
し
た

前
回
の
季
刊
誌
で
は
、
５

階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
設
工
事
が
無
事
に
終
了

し
た
と

い
う
こ
と
で
、
上

棟
式
の
厳
修
を
紹
介

い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
外

装
や
内
装
の
工
事
が
進
み

ま
し
て
、

い
よ
い
よ
完
成

間
近
と
な
り
ま
し
た
。
建
物

の
周
り
を
覆

っ
て
い
ま
し

た
足
場
も
撤
去
さ
れ
、
美

し
い
外
観
が
現
れ
ま
し
た
。

建
物

の
完
成
後
建
設
業

者
よ
り
お
引
渡
し
と
な
り
、

納
骨
壇
設
置
の
工
事

へ
と

移
り
ま
す
。
１１
月
１７
日
（日

曜
日
）
に
は
、
新
納
骨
堂
落

成
を
お
祝

い
す
る
落
慶
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

新
納
骨
堂
申
込
み
状
況

標
準
型
５
１
７
基

３
１
７
基
申
込
み

残
２
０
０
基

小
　
型
１
９
５
基

１
５
７
基
申
込
み

残

３
８
基

大
　
型

３
０
基

１
２
基
申
込
み

残

１
８
基

お
か
げ
さ
ま
で
、
総
数

７
４
２
基
の
う
ち
４
８
６

基

の
申
し
込
み
が
あ
り
、

残
り
２
５
６
基
と
な
り
ま

し
た
。
新
納
骨
堂
を
お
考
え
の

方
は
、
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
月
１７
日
に
落
慶
法
要

を
し
て
、
今
年
中
に
は
納

骨
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

・

▲
ｎ
一

囮
凹

ｍ
四
口

”
▼

・

今
回
の
季
刊
誌
は
ち
ょ
う
ど

１
０
０
号
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
１
０
０
号
ま
で
の
あ
ゆ

み
」
を
特
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
毎
年

一
年
の
内
に
沢
山

の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

た

っ
た

一
つ
だ
け
大
き
な
出
来
事

を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
絞
る
の
は

と
て
も
困
難
な
年
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

１
０
０
号
記
念
の
あ
ゆ
み
で
載
せ

き
ら
な
か
つ
た
出
来
事
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

一
つ
は
２
０
１
６
年
で
す
。
こ

の
年
は
熊
本
地
震
の
あ

っ
た
年
で

あ

り

ま

し

て
、

熊
本
地
震
に
よ

記
念
大
会
」
の

行
事
が
開
か
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
２
０
２
２
年
で
す
。

こ
の
年
の
記
事
と
し
て
は

「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
子
ど
も
会
の
開
催
」

を
選
び
ま
し
た
が
、
も
う

一
つ
大

き
な
出
来
事
は
、
「

新
年
号
に
て
覚

‘

法
寺

の

「
本
堂
　
一

改
築
計
画
」
を

『

公
表

さ
せ

て

い

薇

た
だ

い
た
年

で

，

も
あ
り
ま
し
た
。

颯 鰈 貪

手 fll

覺

法

寺

〒86211956

熊本市中央区水前寺公同125

電 話 (096)3834874
FAX(096)3833050
kakuhollliCeagleocn neip

hゅ,wwlatф∞kcomlkよ uhtti

お問い合わせ

参拝部1電話(075)3715181

覚法寺:電話(∞6,3834874

早川山覚法寺のFacebookホームページアドレス http:〃www facebook com/kakuhouji

違い本堂を,

冒騨
‐
i

再び身近なものに
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Ｅ
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ご
案
内
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(2)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋号

2001年秋号 覚法寺の帰人会 Rまちすの会」が発足

…

2000年新年号本願寺へ念仏奉仕団に参加

…＝

児

童

念

仏

泰

仕

団

に

参

加

し

τ

…

へ
の
御
案
内

一
豊
烹
叫
・
　
”
駅
，
嗜
ｏ
で
●
２

１
．〓

，
―

〓

一　

☆
‘
奸
ｏ
ｏ
」
　
■
諄
々
”

一
〓
　
，
し
て

一
Ｌ
「
」
だ
ダ
＾
ン

一
ｔ
ｒ
●
て
お
，
〓
，
　
そ
●
苺
●

一
栞
諄
〓
ヽ
オ
●
●
ｏ
‘
〓
ｔ
，
”

一
ヽ
し
て
“
な
と
し
て
，
，
，

〓
う
で
”
●
ば
ヽ
‘
い

2003年秋号 児童念仏奉仕団に参加 2002年夏号 住職継職法妥にて稚児行列

?fl q*+

中蕗　，
る
た
一
十
一卜
　
■
ｒ
の
性
〓
　
あ
る
のだ
と
脱
■
４
し
ま
し
た

一一一̈「̈̈̈
一一一一　̈一̈岬線沖一̈

Ｆ
５
一
軒
鵬
臨
‐

』
ド
レ
眸
汗．

賃:滋軽攣帥鸞革|

2004年新年号 覚法寺坊守が坊守式を受式2005年夏号 本願寺へ念仏奉仕団に参加

20oo+-.-- 2O11+



(3)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋号

…

もキ0今だより

2006年夏号 はちすの会宮崎へ研修旅行

…

…

一一一
二

，，

一
″

立

一

刊季

一
かけ副綱」一ボい一糾竹一悧

一‘
び
祝
う
法
要
で
す
　
製
Ｒ
Ｏ
ま
は

一̈【中】］［］【］［一

親
鸞
聖
人
降
誕
会
を
つ

一　
　

　

一
し

　

承^
■

一
）
■
五

一　　卿̈
＝一訓純怖げ刹嚇却

一
酢

＝

ヂ

メ

一一̈
一【̈
い̈
¨̈
¨̈
¨

一賊̈一̈一̈一一一̈一一

れ
ま
す
　
障
議

会

の
祝
＝
能

は
■

ニ
ー

一
代
町

如
―

人

の
時
代

明
市

二
十
四
年
か
ら
始
ま
，
ま
し
た

骰
幸 fl

覺

法

寺

2007年夏号 降誕会にて初の音楽法妥実施

攀
:F 千1

覺

法

寺

2009年春号 1000日間連続晨朝参拝記録

蝙
牟 11

覺

法

寺

中
心
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

2008年秋号 初の夏休み―泊子ども会開催

2011年秋号 親鸞聖尺750口大逹忌法要へ団体参拝

…

ダ
ー
ナ
基
金

■教に不な生を競 く

こ力く身トレtさ くちべて

な∫tiII二ぬ通

2010年春号 非戦平和のつどいデモ行進に参加

う,

輪



(4)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋号
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2013年夏号 本願寺へ念仏奉仕団に参加

轟

2012年夏号 新門様覚法寺へ御巡教

議
」
霜
難
聾
】
翁
　
』鋼
髯
】調
ど

喘ヽ
議

‘卒
摯
言
翻
一薇，
、　
臨
缶
輝
曇
苺
崎
繁

ゆ

覺

法

寺

Ｆ
ギ

担

い

誇
諄
腔
蹴
路
鸞

篠
饗
馨
統
「躍
可

臨
一̈
設
鵡
攀

杢

曇

奎

Ｆ

僕

●
ょ

四
〓
０
■
年
“
，
‘
晏
●
■
“
ギ

好

蓋

‥

Ｉ

壺

苺

『疇ゆ愛装
」孵
議
轟

贅
●
ヽ
だ
０
　
”
人
０
●
撻
を
■

+n fi*+ uH5ii,r: zouFi+*i6+r4t

春
のた
ま
つり子
ども
会・〓

四
月
四
Ｂ

金^
）
午
前
十
時
よ

，
献
灯
　
献
花
　
献
侯
そ
し
て

お
勁
め

ら^
い
は
い
の
う
た
）
を

し
て
お
釈
迪
様
の
お
誕
生
口
を
お

，

い
致
し
ま
し
た
　
そ
の
後
に

住
職
さ
ん
，
守
さ
ん
に
よ
る
紙
芝

居

（お
し
や
か
さ
ま
５
）
が
あ
う

十

一
時
よ
，
餞
人
会
に
も
お
手
Ｆ

い
し
て
頂
き
研

つ
き
を
数
し
ま
し

た
。
赤

い
”

白

い
餅

よ
も
ざ
鮮

か
ら
い
も
鮮
を
作
，
そ
れ
を
　
お

星
ご
燎
と
し
て
全
員
で
頂
き
ま
し

た
　
午
後
か
ら
は
　
ゴ
ミ
を
‘

い

な
が
ら
近
く
の
戸
丼
の
外
公
間
に

５
月
１７
日
午
後
１
時
半
よ
う
坂

野
興
く
ん

＾
ｌ
，
”
〉
ご
家
族
と

石
本
悠
大
く
ん

６^
オ
）
ご
家
族

が
参
加
の
も
と
　
初
夕
式
を
，

い

ま
し
た
。
住
摯
さ
ん
の
お
勒
め

記
念
式
章
　
念
球
贅
与
の
後
　
●

２
さ
ん
の
楓
絆
の
お
話
が
あ
り
ま

一今

の
私

が
存
在
す
る
の
は

い
く
つ
も
の
口
膝
が
重
な
り
あ

つ

て
人
間
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た

峰げ一一勒鋼一̈一囀一

と
宗
教
オ
で
氣
ゲ
会
議
「イ

ン

タ

ー

ア

ク

シ

ョ

ン

　

カ

ウ

″っかにＨ熟̈
ユ剛諦
〔

攀
統
五
一黎
肛

し馨
．征
妻
紅苺
‥

鷺
‰
野
』斃
峯

づくことが何より大切で

け̈
由らけ続″ぺ緩釉な

わ̈
わ織繊Ｔ雄麟嘲
撫̈

す
ビ
界

の
悲
惨
な
頭
晨

や̈
苦

し
０
人

々
を
見
て
、
何
も
感

し
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

他
人
を
同
じ
人
間
と
見
る
こ

と

が

で
き
な

い
か
ら

で
す
。

叛
霧

蒻

熊

は髪
鰐
壼
夢
緩

祐け出資れ，深く自党す

らけ虻峠魏燎お識″玖額

菫を自ら制御す
ること
こ

け哺『動議燿耐陸鐵れ録

臥ポ
憂
が
爆
襲

融恭
鮭
鮮
郵
観

な社会
で幸福な生活を送

』彙も牡こっ」
繰
養
肛

しましよヽ
つ。」

戦後70周年非戦平わのつどいデモ行進2015年新キ号 2014年夏号 春の花まつり子ども会開催

たt,です電菊,´本疇 ■,,● II●■
"覧

r夫●,,|、 僕賞oた ,4oと して ,″ 代
=|■1ばι実壼歯)●

=ち

ぁる劇

“

に
"籠
をっくること,,● たそうです 00■ お● ■モ0ユ拿

“

彗室o含主催■日団彦基衝 lpn型勘

2016年夏号 熊本地震による大きな損壊2017年新年号 はちすの会別府へ研修ネ行

2012+^-- 2023+



(5)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋 号

―

m

を

女

性

増

一
人
々
の
子
せ
を
願

い
　
誰
も
が
心

2018年夏号 本願寺で恙信尼公750口忌法妥

大
阪
の
お
寺
の
方
と
熊
本
の
お
寺
の
方
が
集
ま
り
、
熊
本
地

震
に
よ
る
仮
設
住
宅
団
地
に
て
、
本
場
大
阪
の
た
こ
焼
き
を
お

村
に
あ
り
ま
す

「西
原
仮
設
団
地
」
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
党

法
寺
か
ら
昭
子
さ
ん
と
、
お
友
達
も
参
加
し
て
お
手
伝
い
し
て

「震
災
支
援
を
続
け
る
会
」
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に

い
て
、
暑
い
夏
か
ら
寒
い
冬
ま
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

たこ焼き調理中

2019年夏号 震災支援を続ける会にてタコ焼き交流会

２
０
１
９
朝
の
お
参
リ
ベ
ス
ト
Ю

Ｉ
果
澪
糞
代
子
さ
ん
（
鋼
〕

２
入
江
　
　
“
ビ
●
＾
“
¨

３
礫
●
　
も
子
さ
ん
（
”
）

４
有
由
　
　
舅
さ
ん
＾
“
）

‘
洒
丼

菫
，
さ
ん
一
２
）

畢仝麗 意

2020年春号 コロナ禍で臨時寺子屋のテレビ局取材

:ililill!i]:]i
一
六
時
三
十
分
に
な
０
ま
す
．

一
　

み
ん
な
で

一
緒
に

コ
止
信
Ｅ

一
お
鋤
め
し
て
　
御
文
摯

連^
如
上

・
の
お
手
紙
）
の
拝
議
が
あ
，
　
短

お
話
を
聞

い
て
　
最
後
に
盟
歌
を

2021年春号 子ども連のお寺生活とお手伝い

[|:::l::|:[][:[|:|::][::i曹首::|
肉 隕 鱚
2023年夏号 本堂の内陣を解体する最終法妥 2022年夏号 SDGsを学.Sミ子ども会を開催

のあゆみ



(6)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋号

歓
喜
会

・
孟
蘭
盆
会
法
要

８
月
１６
日
（金
）
、
１０
時
よ
り
京
塚
の
納
骨
所
で
お
勤
め
を
し
て
、
１３
時

よ
り
お
寺
の
納
骨
堂

・
無
量
寿
堂
に
引
き
続
き
、
本
堂
で
讃
仏
偶
律
曲
の

お
勤
め
を
し
ま
し
た
。

旧
納
骨
堂
に
お
い
て
は
、
最
後
の
お
盆
の
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
住
職
さ
ん
が
お
話
を
さ
れ
た
後
に
、
維
摩
経
の
ビ
デ
オ
を
観
ま

し
た
。

夏
の
寺
子
屋
子
ど
も
会

８
月
６
日
（火
）
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
お
泊
り
な
し
の
日
帰
り

で
、
地
元
９
町
内
の
地
蔵
盆
と
共
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

江
津
湖
で
水
遊
び
を
し
て
、
お
寺
に
戻
っ
て
地
蔵
盆
の
お
参
り
を
し
た

後
、
境
内
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
か
き
氷
を
お
や
つ
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
生
は
１１
名
で
し
た
が
、
お
手
伝
い
に
高
校
生
、
大
学
生
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
、
９
町
内
の
自
治
会
長
さ
ん
、
保
護
者
さ
ん
、
仏
教
壮
年
会

の
皆
さ
ん
も
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
山
が
め
ざ
す
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
、

い
ろ
ん
な
人
が
お
寺
に
集
ま
る
ご
縁
づ
く
り
と
い
う
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
本
来

の
目
的
が
実
現
さ
れ
ま

し
た
。

しい魚をつかまえました江津湖で水遊び

みんなでお地蔵さまにお参り

vヽ



(7)第 2100号 季 刊  覚 法 寺 仏暦2567年  2024年 (令和6年 )秋号

銀
ホ
仏
歌
壮
年
会

９
月
８
日

（日
〓
戸
北
組
西
念
寺

（水

俣
市
）
に
お

い
て
、
熊
本
教
区
仏
教
壮

年
会
連
盟

の
正
副
理
事

一
泊
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
区
全
体
で
３９
名

の
参
加
で
し
た
。
覚
法
寺
か
ら
は
陣
内

巧
さ
ん
、
三
嶋
統
吾
さ
ん
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

研修の後、地元のこt職を
交えての懇親会

覚法寺仏教婦大会

ご講師は大法寺 い、代)住職の

大松龍昭先生

年りちし■ケンん )`ι ～・

7月 以降続いていた記録的な暑さも、台風の影響によリー時的に気温が下が りま

したが、厳しい残暑が続き「記録的な暑さも彼岸の中日までJと なりました。

梅雨が明け台風が多い時期、自然災害と向き合いながら活動いたしました。

17" ○例会(7月 16日 )
.:1・   「仏になるとはJと いう講題で、わかり易くお話をしました。(法務員)

.e‐  ○
0。 |

夏の子ども会 (8月 6日 )

11名 の小学生と、 6名 の高校生 。大学生 (お手伝い)の子ども達と一緒

に江津湖に行った後、 9町内の地蔵盆、定番のおやつ (バーベキユーや、

かき氷)を食べて楽しく過ごしました。

孟蘭盆会法要 (8月 16日 )

無量寿堂・納骨堂にてお勤めの後、本堂にて歓喜会・孟蘭盆会法要引き

続き、住職の法話と維摩経のビデオ鑑賞 (繹 撤宗師)を行いました。

○

9月  °例会(9月 16日 )お磨き｀
こ:・
‐  お彼岸に向けて「仏具のお磨き」を行いました。     鳳1菫 :
まだまだ残暑厳しい中、参加していただき心も仏具も

ピカピカになりました。

○ 秋季彼岸会法要 (9月 21日 ～22日 )

旧納骨堂は、最後の一座法要をお勤めしました。

また、本堂にて観無量寿経作法/阿弥陀経作法が勤修されました。

【ご講師】武山晃隆師 (広島県山県郡 専正寺)
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今
谷進わ

馨繕臭

額数月

二二十

J22

七

日

党
法
寺
及
集
懇
恙
進
納
者

（敬
称
じ

「懇
ろ
な
る
御
志
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」

ナ
イ
ス
ト
ラ
イ

９
月
１０

・
■

・
１２
日
の
３
日
間
、
出
水
南
中
学
の
生
徒
さ

ん
（男
子
生
徒
２
名
）
が
、
職
業
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
覚
法

寺
に
き
ま
し
た
。
初
日
は
定
例
法
座

の
お
手
伝
い
、
２
日
目
は
仏
様
の
お

花
替
え
と
お
勤
め
の
練
習
、
最
終
日

は
朝
５
時
３０
分
に
お
寺
に
来
て
、
朝

の
お
勤
め
の
準
備
と
お
参
り
を
し

て
、
納
骨
堂
の
掃
除
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
朝
早
く

か
ら
大
変
だ

っ
た
と
は
思

い
ま
す
が
、
よ
く
頑
張

っ

て
く
れ
ま
し
た
。

お
参
り
く
だ
さ
い

■
報
恩
講
法
要

十

一
月
十
七
（日
）
、
十
八
（月
）
日
、
覚
法
寺
本
堂
に
お
い

て
報
恩
講
法
要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
ご
講
師
は
山
都

町
教
尊
寺
の
大
道
修
先
生
で
す
。
今
年
も
二
日
間
の
日
程

で
す
。
お
斎
は
中
止
で
す
が
、
お
持
ち
帰
り
用
に
粗
飯
か
お

茶
菓
子
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

■
元
旦
会
法
要

令
和
七
年

一
月

一
日
（水
）
午
前
七
時
よ
り
本
堂
で
正
信
掲

の
お
勤
め
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
納
骨
所
に
て

一
座
法

要
。
お
屠
蘇
の
ご
接
待
は
中
止
で
す
。

■
御
正
忌
報
恩
講

令
和
七
年

一
月
九
日
（木
）
よ
り
十
六
日
（木
）
ま
で
、
京
都

の
本
願
寺
で
御
正
忌
報
恩
講
が
つ
と
ま
り
ま
す
。

（五
～
八
月
）

定例法座の休憩時間に、
お茶菓子配り

花替え
朝6時 30分から、ご門徒
さんと一緒にお晨朝に参拝

寺院仏具修復・納骨堂設計・施工

徐教用具専P,店〉 仏壇・仏具・修復・修理

③お私壇のイ
`)卜

孝
〒860-0073熊本市西区島崎 5丁 目437

(三軒屋バス亭前)

百:☆096(359)7720

趣味の写真集や自分史を

作つてみませんか ?
1冊よりお作 り致 します。
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